政策研ニュース　No.11 by 科学技術政策研究所
シ政 策 研 ニ ュ'一一 スNO.11JULY.31198g
N互STEPNEWS
編 集 ・発 行 科 学技 術庁 科学技 術政 策研 究所
NATIeNALINSTITUTEOFSCIENCEAM)TECHNOLeGYPOLICY













L最 近 の 動 き/CurrentTopicd
◎研究 会等/ResearchNeeting
O第5回STSC研 究会(ScienceTechnologySocietyCommunication)が7月
5日 に開催 され、科学 技術 と社 会の調 和の 問題 を どの よ うな切 口で取 り上 げ、検討
を進 め て い くか につ き活発 な議論 が行 われ た。
?
?





ESCAP天 然 資源 部門 ・エ ネル ギ ーセ ク シ ョン
ハ ーバー ド大JFKスクール教 授
◎講 演余 響/LecturesatNISTEP
7/5(水)f日 米 両国 にお け る研究 開発 を左 右す る要 因」 につ いて
メ ッセ教授(ロ チ ェス ター工科大 学)
7/13(木)「国際関 係か らみ た技 術 の視点 」
薬 師寺泰 蔵(埼 玉大 学教 授)
7/17(月)「デー タベー ス システ ムの技術動 向」










新興工業経済群)や 、中国、イ ンド等の発展途上国における経 済発展 に伴 って、
世界で最 もエネルギー消費の増大が予想 され る地域 と見込まれる。
こうした中で、既に酸性雨等の広域大気汚染の影響が生 じっつあ り、また地球
の温室効果等の大気 にかかる地球環境への影響 も懸念 される。
しか しなが ら、② アジアにおいては、エネルギー消費構造の実態、地球科学 ・
環境に対す る知見の蓄積が少な く、かっ、関係各国のエネルギー利用形態、社会
経済状況 も著 しく異 なることから今後の環境問題への対応に難 しい側面を有する
ものと見込まれる。
こうした ことか ら本研究所では、主要国のみな らずアフガニ スタ ン、パキス タ
ン以東のア ジア25ケ 国を対象 として、エネルギー生産 。消費構造及び汚染物質
の排 出等の実態 と今後の見通 しを把握することとし、次いで、 これ らに基づき今
後の地球環境に関する科学技術士の課題を整理することとしてお り、 このため、
本年3月 にエネルギー、経済、燃焼、大気環境、気象、熱帯林等各分野の学識経
験者か ら成 る 「アジアのエネルギー消費と地球環境に関す る調査研究会」を設置
し調査研究を始めたところである。
本中間報告は、地球環境問題を検討するに必要なア ジアのエネルギー消費構造













しく、 しか も、環境負荷の大きい石炭 に最 も大 きく依存する地域であ り、近年 こ
の傾向がますます強 くな ってきている。
(2)国別 には、中国、 円本、イ ン ドがエネルギーの多消費国であり、特 に、





電の開発が進 められてお り、地球環境問題の点か らは評価 される。
(3)部門別のエネルギー消費 は、近年、N本 では、産業(工 業)部 門でのシ
ェアが減少 し、輸送、民生部門での シェアが増大す る傾向 にあるが、ASEAN、
LDC、LLDC、NIESで は産業(工 業)部 門での シェアが増大 しっっあり、
特にNIES等 では、輸送部門での増大 も顕著である。






































固 体 燃 料(%)
ア ジ ア の 国 別 一 次 エ ネ ル ギ ー 源 別 消 費 量 特 性
(○;!975,働;1985)
(第4調 査 研究 グルー プ)
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3.来所 講 演 概 要/SummaryoftheLectureatNISTE
「科学技術の理解能力」
講 師:J・ ミラー教授(北 イ リノイ大学)
(3月7日 、於 当研究 所)
ユ.は じめ に
グ 国民 ユ人1人 が科学技術をキチ ンと理解する能力を持つことは、長期的な経済
成 長の基礎 を なす もの で、現 代 の社会 人 に不 可 欠 な素 養 とな って きて い る と思 い
ます。
この こ とは、電 子計算 機が い た ると ころで 利用 され て い る こと、最 近 、原 子力 、
酸性 雨、遺 伝子工 学 な どにつ いて 議論が 交わ され て い るこ と、 な どを考 えれば 容
易 に納 得 してい ただけ るか とお もい ます。
このよ うな背景 を踏 まえ、私 はf科 学技 術 を理解 す る能力(Scientific
Literacy)」につ いて研究 を行 な って きま した。
2.Literacyと は
さきほ ど申 しあ げま した 「科学 技術 を理解 す る能 力」 で 「理 解 す る能 力」 を表
わ す言葉 と して 、読 み書 きをす る能力 を表 わすLiteracyとい う単語 を使 って い ま
す。
「科学 技術のLiteracy」につ いて議 論す る前 に、 このLiteracy--ncにつ いて若
干触 れて お く必 要が あ るで しょう。
ひ と昔 前 まで のLiteracyとは、 自分 の名前 を 読め 、書 け るこ とで した。
しか し今や社 会生活 に必 要 なそれ は、時刻 表 が読 め、 ロー ンの契約 書 が判 り、
薬 の効能 書が理解 で き、 … とい うよ うに、 その範 囲が 非常 に広 が って きてい
ます。
この ことはLiteracyの重要 な特 徴を 表わ して い ます 。
つ ま り、それ は時代 に よ って変 わ り、社会 に よ って異 な るとい う ことです。
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またたとえ時代 と社会 とを特定 して も、 どの レベルの素養まで求めるかが問題
となります。
現代社会に関 して もう一つ指摘 したいのは、科学技術に関す るLiteracyが社会
生活 に必須のLiteracyとな っていることです。
3、 「科学技術の理解能力」
私はこのような 「科学技術の理解能力」の計測を何回 も行なって きま した。
そこでの調査では、社会人、または消費者が最低限備えるべき能力に照 らして、
国民1入1人 が どの程度の理解能力を もっているか ということを調査対象 としま
した。
調査に際 しては、 この 「科学技術の理解能力」を細か い項 目に展 開 して いく必
要があります◎
この展開に際 し私は、科学的思考過程を理解で きること、科学用語 ・概念を理






3っ目の科学の社会への影響では、た とえば 「抗生物質は細菌だけでな くウィ
ルス も殺す」などとい う、実際の生活 と科学の接点 にあるような質問を尋ねてい
ます。
4.言周査*・苦果
米国では私が、英国ではオ ックスフォー ド大学のヂ ュラン教授たちが・ほぼ同
時 に(1988年 に)同 様の調査を実施 しました。
その結果を表1に 示 します。
その結果は、米国国民のた った6%し か科学技術をち ゃん と理解で きないとい
う惨惰たるものです。
また英国で もまった く状況は同 じです。
この結果を分析 してみますと、男性の方が女性 より 「科学技術の理解能力」の
一6一
面でまさっていることがわか りました。
また、大学 レベルの講義 を受 けたことがあるか否か、科学技術に関連 した職業
に就いたことがあるかどうかなどが、 「科学技術の理解能力」 に大 きな影響を及
ぼ して いることが明 らか となりました。
表 ユ 米国および英国における 「科学技術の理解能力」保有率

















私たちの調査によれば、米菓両 国の9割 以上の人 々が科学技術をキチンと理解
できない とい うことが判 りました。
今E非 常 に重要な科学技術政策を、たぶん9割 以上の人が理解で きない という
ことは、民主主義国家にとってきわめて憂慮すべ きことです。









φ科 学 技 術 庁 科 学 技 術 政 策 研 究 所
〒1eO東 京 都 千 代 田 区 永 田 町1-11-39電 話03(581)2391,2392
命NationalIRstituteofScienceandTechnologyPolicy,
ScienceandTechnologyAgency,Japan
◇ADDRESS:1-11--39,Nagata-che,Chiyoda-ku,Tokyo,100
◇PllONE:03(581)2391,2392◇FAX:03(5◎3)3996
一一8一
